
2023.10.2 総合技術委員会報告資料

CE共通課題の解決に向けた活動について

～目標とアウトプット、新体制

今回ご承認頂きたい項目

1.事業計画骨子と組織・計画

2. 産官学パートナーシップ参画
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環境対応委員会 サーキュラーエコノミー（CE）検討準備チーム



循環が当たり前に成り立つ経済や社会が求められている

欧州は政策や規制を通じて資源確保を常にリード

３R CE

各国の資源循環の動向
中国

●循環経済2020策定、3R
から循環形成へ転換
●3/31 経産省「成長志向型の
資源自律経済」を発表

アメリカ 日本

●民間企業や州政府で広がり
●消費者の声や支援団体が
原動力で修理する権利が
広がり

●第14次5か年計画（2021）
グリーンデザイン推進、中古
商品の流通市場発展党にも
言及

2015 CEｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ
2020 NewCEｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ

資源の有効利用、欧州の競争力強化、雇用確保を結び付け、
市場競争の座標軸を変えようとする試み 東京大学 梅田教授発言から引用

最終的には「廃棄」を
前提とした考え方

原料調達段階から再利用を前提
した廃棄物を出さない
設計にし、従来廃棄されて
いた物も原料として再活用、
新たな資源投入せずに
循環させる

生産

消費
リサイクル

原料
原料

生産

消費

廃棄物

リサイクル

廃棄物を出さない設計
排出される廃棄物
を有効活用

KPMG サーキュラーエコノミー講演会資料より引用1-1．CE（サーキュラーエコノミー）とは
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1-2．欧州ELV規則改正案※がもたらすインパクト

新車型式認証※の際、樹脂のリサイクル材使用を義務化
※規制適用日6年後の型式認証車から

○リサイクル材使用の義務化

・新車製造にてPCR樹脂25％

(うち1/4はELV由来)の適用義務化

・今後、アルミニウム, 鉄鋼, 重要な原材料へ

    対象を拡大する予定.

○段階的に対象車両を拡大

・段階的に二輪車、貨物車、バス等へ拡大

○Circulalty Vehicle Passportの

搭載義務化

・各情報を電子的手段で記録

■主な改正案ポイント

11月初旬提出に向け、部工会としてのパブリックコメントを準備中

■部品メーカへのインパクト
:リサイクル材使用

欧州輸出

国内販売

国内販売

共通
プラットフォーム

部品メーカA カーメーカA

カーメーカB

設計または製造
共通化

部品メーカC

部品メーカE

義務化

北米販売

カーメーカC部品メーカB

部品メーカD

リサイクル材使用の証明・認証が必要(推定)

設計/製造共通化や一括購買等により
リサイクル材使用はサプライチェーン通じて拡大

仮に‘24年に欧州議会/理事会で
承認通ると、3１年より義務化開始

(PCR:市中回収材ベース25%、うち1/4はELV由来材)
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1-3．リサイクル材の国内市場 現状把握

まずは現状をきちんと把握し、量・質の課題を整理する
その上で、部品メーカ協調領域として取り組むことを明確化する

■国内樹脂のフロー※23.2.27 第6回資源自律経済デザイン研究会より引用

樹脂生産量
963万t

原料調達・生産 販売・排出 回収・リサイクル・処理

化学メーカ
消費者
事業者

製造メーカ 自治体

産廃業者

リサイクル
処理業者

再生樹脂投入
100万t(19年再生)

再生樹脂保管
38万t(20年再生)

製品使用量
841万t

うち、自動車
101万t

廃プラ排出量
822万t

うち、自動車
16万t

一般廃棄物
410万t

産業廃棄物
413万t

マテリサ
68万t

サーマルリサ
255万t

その他88万t

マテリサ
106万t

サーマルリサ
253万t

その他53万t

再生樹脂輸出量
136万t

(廃車由来4万t)③①

⑤

②

②

④

■再生樹脂の量確保に対する問題点
①自動車･部品の8割超が海外へ

②廃プラの6割はサーマルリサイクル
(単純焼却68tを加えると7割が燃やされてる）

③廃車由来の再生樹脂材は新車製造の4％(水平リサイクルはほぼゼロ)

④再生樹脂材の8割が海外へ

⑤再生樹脂量のバラツキ大

■再生樹脂の質確保に対する問題点

機能部品(耐熱・耐油等) 内装部品 ＜必要な分析装置＞

車載品質保証すべく、
物性/VOC・SOC/
異物混入等を定量化
→多額な投資が必要

○品質確保に必要な分析

耐久品質を確保する高スペック
→リサイクル材との乖離大と推定

機能
部品

内装
部品

材
料
特
性

○要求スペックとギャップ

リサイクル材
バージン材

規格

(要確認)

(部品メーカが生産)

多数の
特性評価ギャップ

大

＜評価項目＞

質の問題点量の問題点

自動車部品は人命に関わるため
これまで耐久品質確保の尽力

自動車部品に必要な樹脂の廃棄源・量・流通を
把握し、量確保の攻め所を見極め

車載材として必要な品質基準・品質管理基準・
規格を整備し、欧州規制へ対応化

欧州規制25%＠30年に向け

再生樹脂25万t必要
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■ゴール（めざす姿）

今後 資源枯渇が予測される世界環境の中、 欧州を起点とするリサイクルインフラの強化や野心的な目標が打ち出されて

いる。

【協調領域】 国内市場でも、いち早くサーキュラーエコノミーに対する量・質・コストで対応できるリサイクル材市場創出を促す。

【競争領域】 国内の自動車部品業界全体が欧州など全世界に輸出が出来る状態を確保しつつ、更なる成長を妨げない状

態と新たな競争力の創出が出来る状態を目指す。

2-1．サーキュラーエコノミーに対する部工会としてのめざす姿

A社国際
競争力

協調領域

競争領域

・・・
B社 ・・・

各企業が技術・製品・ビジネス開発

具体例
・易解体性設計の推進
・低いスペックの材料を使いこなす技術

✓ 個社の企業努力だけでは限界あり

✓ 協調領域が不十分だと、チームジャパン総崩れのリスクあり

事業活動ができる土台
（資源確保、法制度整備等）

・・・健全な競争

企業連携(部工会)で土台づくり・強化

出典）経産省 第1回 成長志向型の資源自律経
済デザイン研究会
（2022.10.5）

CEにおける資源の流れ(経産省)

部工会内にCE検討準備チームにて協調領域の共通課題を検討

コアメンバー（アイシン(リーダー)、デンソー、東海理化、トヨタ紡織、日立Astemo、矢崎総業）
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23年6月より活動開始

具体例
・再生樹脂量の確保の働きかけ
・再生樹脂の質の明確化



欧州規制に対して
対応できる連携活動

・廃プラ6割がサーマルリサイクル
・海外への再生樹脂材流出

２-2.めざす姿に向けた課題の整理

取組イメージ

①

③

協調領域の課題

再生樹脂の量確保

・リサイクル材の標準がない
・循環阻害物質の含有有無
・リサイクル材の定義が不明確

再生樹脂の質の明確化

・対応時間の確保
・不利な条件の改善

欧州ELV規制対応

国

必要な量の宣言
と投資支援で市
場を作る

大きな必要量と
汎用的な質の定義

目標値の議論

データ
エビデンス

欧州
BMC

目標値の議論

静脈産業
のデータ

めざす姿に向けた課題の取り組みとして３項目を抽出
①ロードマップ検討 ②静脈市場への働きかけ ③渉外活動

ロードマップ
検討

静脈市場への
働きかけ

渉外活動

標準化

投資支援、
制度見直し

必要なスペックを
明確にして、リサ
イクル材を作りや
すくする

欧州規制を有利な
立場に修正していく
渉外活動実施

②
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・低いスペッ
クの材料を
使いこなす
技術

・易解体性
設計の推進

・品質保証

など

各社の競争領域

JAMA等
他団体

渉外活動の
連携



23年度計画 「サーキュラーエコノミー（CE）」

■23年時点の現状認識
・世の中のCEに対する期待の高まりに対して、国内市場で自動車部品に必要な高い質のリサイクル材
を必要な量を確保する事が困難な状況。
・現状の資源回収の材料の流れは、自動車部品業界として大きな必要量と汎用的な質の定義が国内
静脈産業に伝えられていない事や再生コストが高く利用用途が拡大しない事もあり、サーマルリサイクルや
海外へのリサイクル材の流出につながっている。
・ＥＬＶ規則改正によるリサイクル材の使用義務化の期限が最短で30年に施行される可能性がある中、
自動車(部品)の使用環境や安全性を考慮した開発には期間を要する事から残された時間的にも危機的
な状況である。
これらの状況に対して、未だに先導して対応していく組織が確立出来ていない中、自動車部品工業会が

ワンボイスで市場に宣言するために、CE対応の動き出しをかけるべくCEタスクフォースを立上げ、以下課題
に取り組む。

■活動の目標・アウトプット
① ＣＥ実現に向けた自動車（部品）産業のビジョンロードマップづくりと協調領域の推進を行っていく。

② 自動車部品業界として必要とするリサイクル材の量・質・コストの課題状況を明確にして、静脈市場に
材料（質）の標準化（ルール決め）と必要量の宣言を行いながら、静脈産業育成の為の働きか
けを国と連携して進めていく。

③ 欧州ＥＬＶ規則に対して、自動車部品業界としてパブリックコメントなどを出していく事で、規制への対
応期間や項目などを有利な方向に持っていく為の渉外活動を行っていく。

■23年度やること
23年度活動計画に反映（組織と活動スケジュール）
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本日骨子に関してご承認いただいた後、10月19日の理事会で提案予定



経産省
CEパートナーシップ

委員長

サーキュラーエコノミー
検討幹事会

渉外WG

ロードマップ
検討WG

CE情報流通WG

ビジョン
ロードマップ

情報プラット
フォーム

市場検討WG動静脈連携

データ流通実現TF

総合技術委員会
３-1.組織図

経産省 自動車課
資源循環経済課

国

標準化WG

啓蒙WG

環境対応委員会

各支部

中小企業施策委員会

CN部会

24年度状況で
新組織立ち上げ

23年度状況で
新組織立ち上げ 標準規格協会

環境省
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欧州当局
ACEA
CLEPA

CE TFチーム
自工会（リ廃部会）

静脈産業
リサイクラー、材料メーカー

JAPIA他委員会

他団体

11月初 公募開始
11月中 立ち上げ



4-1．自動車部品へのリサイクル材適用に向けた日程感

耐久性評価含めた自動車・部品の開発日程を考慮すると
静脈との連携は待ったなし！

欧州ELV規則で再生樹脂25％義務化の可能性

量産

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

静脈
開発

部品
開発

車両
開発

量産
試作

耐久衝突試等試験
設計
試作

商品
企画

量産
試作

設計
試作

商品
企画

耐久試験

量産

日程合わず、待ったなし

各社・各団体でそれぞれ推進

＜量の確保＞

＜質向上＞

回収
スキーム

小規模
実証

大規模
実証

支援制度構築

スキーム展開

＜品質保証＞

各評価等
標準化構想 規格化

導入準備システム
構築・実証

小規模
実証

技術開発
ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ

大規模
実証

支援制度構築

現場実装

現
状
調
査

協調領域

競争領域

支援制度構築

現場実装

現状調査を踏まえ、
本質課題を見極め、
ロードマップ/計画・
推進体制を再構築

業界共通課題
を国/他業界と

連携推進

すみ分け
明確化

定期的に競争/協調領域の
すみ分けを確認・再整理

バージン材と異なるリサイクル材の
性質・ポテンシャルを把握し

規格緩和/使いこなし技術開発等を
織り込み、車載品質を確保
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協調領域（やりたいこと） 23年 24年 25年

協調・競争領域の整理 〇循環資源の導入目標設定（自主的な定量目標）

〇循環配慮設計のマイルストーン設定

〇循環配慮設計の横断的標準
（易解体、安全率）

〇リサイクル材
の標準化

〇循環阻害物質の含有の有無確認

〇リサイクル率の定義決め

〇CO2排出原単位決め

〇回収・リサイクルスキームの構築

〇情報流通プラットフォームの構築

〇サプライヤーチェーン共有の仕組化

〇流通データ（部素材、製品）の整理

〇静脈産業への育成・支援措置働きかけ

ロードマップ検討 具体的KPI検討

産官学パートナーシップ参画

静脈側の標準検討

動脈側の標準検討標準化
（23年度は
市場検討と一体化）

市場検討 国への働きかけ 静脈産業との連携

CE情報流通
（23年度は
ロードマップTで検討）

標準検討

標準試行検討

渉外活動

各国・地域の政府・国際機関・研究機関等の情報収集と情報発信

CE政策に関する情報収集と提言

関連団体との連携活動

〇 CEロードマップ作成情報収集

〇協調領域での官と静脈への働きかけ

〇欧州ＥＬＶ規制パブリックコメント提出

〇欧州静脈市場調査

〇 OEMとロードマップ共有

〇 静脈産業とロードマップ共有

〇アジアなどの市場調査

４-2.取り組みの日程（案）

24年4月までに産官学パートナーシップにも参加し静脈産業含めた課題の整理を行い、
更なる組織検討を実施する

〇ケミカルリサイクル、天然素材の情報収集
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５．産官学パートナーシップへの参画

9月12日経済産業省資源循環経済課より会員募集が開始された
→部工会として「ビジョンやロードマップの策定」に参画

・資源循環経済課様へ参加意思伝達：9月22日、応募予定：10月6日
・キックオフイベント10月末～11月初

ご承認いただきたいこと

11/11

【団体】部工会：自動車部品業界ロードマップを自ら策定し、目標値や取組み
について有識者に審議していただき、社会的な認知を得る

【会社】個 社：先進的な取組みで産業界全体への貢献、他社とのBMCを
踏まえて新たな資源循環にチャレンジを図る（個社判断）

参加スタンス

参画要件
①１年以内に定量目標を設定
②ホームページ等で公表
③目標達成度１年毎にフォローアップ

団体 個社

個社

個社

団体
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